
　　先日、金沢区の市立小学校児童が下校中に交通事故に遭い、お亡くなりになりました。
現地は狭い道路ですが、駅前にあたり、人通りも車両の通行も多く、以前から危険性が指摘さ
れ、地域の方々による見守り活動も活発に行われていました。このような痛ましい事故が二度と
繰り返されることがないようにする必要があります。通学路の交通安全対策の進め方につい
て、うかがいます。
　　この度の事故を踏まえ、当該校では、教職員による見守りや、子供たちに対して心のケ
アを行っています。学校、保護者、地域及び関係機関が連携し、スクールゾーン対策協議会
等を通じて情報共有を図るとともに、登下校中の見守り活動を行っている皆様の意見をい
ただきながら、警察の協力のもと、児童の安全確保に全力で取り組みます。

　「ヨコハマ議会だより」をはじめ、市会ホームページなどで議会の広報を行っています。
紙面やウェブサイトなどについて、皆様からの御意見・御感想をお待ちしています。

会派名称の変更について
　「立憲民主党・無所属フォーラム横浜市会議員団」から、令和３年５月17日付で届出があ
り、会派の正式名称が「立憲民主党・国民フォーラム横浜市会議員団」に変更されました。

御意見・御感想をお寄せください

議会局秘書広報課

議会通信

　国におかれては、第30次地方制度調査会から示された課題に
対する横浜市の考えも踏まえ、地域の実情に応じた多様な大都
市制度を選択できるよう、速やかに特別自治市の制度化に向け

　　　　　　　　た議論を加速させることを強く要望する。

　特別自治市制度の早期実現を求める意見書（要旨）

　国におかれては、地方教育行政の実情を十分認識され、地方自治体が計画的に教
育行政を進めることができるように、次の措置を講じられるよう強く要請する。
　１ 教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅
　　持とともに教育予算の拡充を図ること。　他３項目

　教育予算の拡充等に関する意見書（要旨）

市会では、意見書を国会及び国や県などに提出することで、
議会としての意思を表明します。

●手数料条例の一部改正●市税条例等の一部改正●特定非営利活動促進法施行条例の一部改正●地方税法第314条
の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人を指定するための基準、手続等に関する条例の一部
改正●地方税法第314条の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例の一部改
正●印鑑条例の一部改正●生活保護法に基づく保護施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正●指定障害福
祉サービスの事業等の人員、設備、運営等の基準に関する条例等の一部改正●改良住宅条例の一部改正●消防団員の定
員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

●公園条例の一部改正
●児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部改正

●旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会招致検討委員会条例の廃止

●四季美台第505号線等市道路線の認定及び廃止●松風学園整備工事（建築工事）請負契約の締結

●新本牧ふ頭建設工事（その23・外周護岸Ａ基礎工）請負契約の締結

●令和３年度一般会計補正予算（第２号）

●監査委員の選任

●横浜市脱炭素社会の形成の推進に関する条例の制定（温暖化対策・環境創造・資源循環委員会）

●デジタル化推進特別委員会の設置及び特別委員会の委員の定数の変更（市会運営委員会）

●教育予算の拡充等に関する意見書（こども青少年・教育委員会）

●特別自治市制度の早期実現を求める意見書（政策・総務・財政委員会）

●区民文化センターの指定管理者の指定●地域ケアプラザ及び地区センターの指定管理者の指定
●首都高速道路株式会社が高速道路事業の許可事項を変更することについての同意
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自由民主党横浜市会議員団・無所属の会（自）36人

立憲民主党・国民フォーラム横浜市会議員団（憲）20人

公明党横浜市会議員団（公）16人

井上さくら（井） ●  井上さくら 豊田有希（豊） ●  豊田　有希
● 平田いくよ神奈川ネットワーク運動（ネ）

立憲民主党（立） ●  太田　正孝横浜から日本を変える会（ヨ）●  小幡　正雄

日本共産党横浜市会議員団（共）9人
●  荒木由美子
● 北谷　まり

● 宇佐美さやか
● 古谷　靖彦

● 大貫　憲夫
● みわ智恵美

● 河治　民夫● 岩崎ひろし
● 白井　正子

● 安西　英俊
● 久保　和弘
● 竹内　康洋
● 望月　康弘

● 加藤　広人
● 斉藤　伸一
● 中島　光徳

● 木内　秀一
● 斎藤　真二
● 仁田　昌寿

● 行田　朝仁
● 髙橋　正治
● 福島　直子

● 尾崎　　太
● 源波　正保
● 竹野内　猛

● 伊波俊之助
● 川口　　広
● 佐藤　　茂
● 渋谷　　健
● 高橋のりみ
● 古川　直季
● 遊佐　大輔

● 青木　亮祐
● 梶村　　充
● 小松　範昭
● 酒井　　誠
● 関　　勝則
● 伏見　幸枝
● 山田　一誠
● 渡邊　忠則

● 東　みちよ
● 鴨志田啓介
● 輿石　且子
● 清水　富雄
● 田野井一雄
● 藤代　哲夫
● 山本たかし

● 磯部　圭太
● 草間　　剛
● 佐藤　祐文
● 鈴木　太郎
● 長谷川　磨
● 松本　　研
● 横山　正人

● 大桑　正貴
● 黒川　　勝
● 斉藤　達也
● 瀬之間康浩
● 福地　　茂
● 山下　正人
● 横山勇太朗

● 有村　俊彦
● 梶尾　　明
● 中山　大輔
● 麓　　理恵

● 大野トモイ
● 今野　典人
● 花上喜代志
● 森ひろたか

● 大山しょうじ
● 坂本　勝司
● ふじい芳明
● 谷田部孝一

● 荻原　隆宏
● 田中　ゆき
● 藤崎浩太郎
● 山浦　英太

● 大岩真善和
● こがゆ康弘
● 長谷川えつこ
● 望月　高徳
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令和3年 第2回市会定例会 ○は賛成、×は反対、ーは採決不参加

議員別の賛否一覧及び議案の内容については、市会ホームページをご覧ください。議案に対する各会派の賛否一覧

議　案　名  自 憲 公  共 ヨ 立  井 豊 ネ
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公明党通学路の交通安全対策道　路

　　政府が取りまとめた2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略においても、
港湾において水素燃料、アンモニア等の大量輸入、貯蔵、利活用など、脱炭素化に配慮し
た港湾機能の高度化を通じ、カーボンニュートラルポートを形成するとしています。横浜港に
おけるカーボンニュートラルポート（※）の目指す姿について、うかがいます。
　　脱炭素社会の実現には、水素等次世代エネルギーの供給コスト低減と需要拡大の好
循環が不可欠です。そのため港湾エリアにおいて、輸入・貯蔵・供給・利用の水素等のバ
リューチェーンを構築していきます。また、持続可能な港湾への早期転換を図ることで、これら
の取組を新たな産業として地域の活力を高めていきます。

自民党脱炭素化とカーボンニュートラルポート環　境

用
語
解
説

カーボンニュートラルポート（文中の　　　　（※）で表示）
国際物流の結節点・産業拠点となる港湾において、水素、アンモニア等の次世代
エネルギーの大量輸入、貯蔵、利活用等を図るとともに、脱炭素化に配慮した港
湾機能の高度化を通じて温室効果ガスの排出を港全体としてゼロにするもの。

令和3年第2回市会定例会号　ヨコハマ議会だより

※自民党･･･自由民主党横浜市会議員団・無所属の会　　立国フ･･･立憲民主党・国民フォーラム横浜市会議員団　　公明党･･･公明党横浜市会議員団　　共産党･･･日本共産党横浜市会議員団


